
岐阜県揖斐川町東横山地内地すべりについて
（速報版）
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平成１８年５月１９日発表

※本資料は、平成１８年５月１７日１７：００時点で作成しております。速報値であるため、今後、数値等が変わる場合があります。



１．概要

今回の地すべりは、一級河川揖
斐川本川の約77km（岐阜県揖斐郡
揖斐川町東横山）の左岸で発生し
た。この３㎞上流には横山ダムが
整備されており、さらに上流では、
現在、徳山ダムの建設が進められ
ている。
本箇所では、平成18年4月18日

に小規模な崩壊をうけた現地調査
により、山頂部での亀裂が発見さ
れ、4月28日より越美山系砂防事
務所が伸縮計(4基)を設置し、監
視を続けてきたところであった。
その後の降雨の影響で地山が緩

み、5月11日に伸縮計の計測値が
大きな値を示し、12日の20時には
小規模な崩壊が発生した。さらに
同日22:37及び13日7:57には、二
度に渡り大規模な崩壊が発生した。

今回の地すべりは、一級河川揖
斐川本川の約77km（岐阜県揖斐郡
揖斐川町東横山）の左岸で発生し
た。この３㎞上流には横山ダムが
整備されており、さらに上流では、
現在、徳山ダムの建設が進められ
ている。
本箇所では、平成18年4月18日

に小規模な崩壊をうけた現地調査
により、山頂部での亀裂が発見さ
れ、4月28日より越美山系砂防事
務所が伸縮計(4基)を設置し、監
視を続けてきたところであった。
その後の降雨の影響で地山が緩

み、5月11日に伸縮計の計測値が
大きな値を示し、12日の20時には
小規模な崩壊が発生した。さらに
同日22:37及び13日7:57には、二
度に渡り大規模な崩壊が発生した。
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２．地すべりの崩壊規模
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３．地すべり発生時の揖斐川本川河道の状況

５月１２日の状況 ５月１３日７：３０頃の状況
（５月１２日２２：３７大規模崩壊後）

５月１３日８時頃の状況
（５月１３日７：５７大規模崩壊直後）

５月１３日７：５９頃の状況
（５月１３日７：５７大規模崩壊直後）

揖
斐
川

●５月１２日２２：３７ 大規模崩壊確認
●５月１３日 ７：５７ 大規模崩壊確認

●５月１２日２２：３７ 大規模崩壊確認
●５月１３日 ７：５７ 大規模崩壊確認

5/12,22:37大規模崩壊 5/13,7:57大規模崩壊

ASAS

DL=110.00

５／１３ ７時５７分頃の大規模崩壊後の状況（目視による） 3

060512 中部地方整備局 060513 中部地方整備局 060513 中部地方整備局

060513 中部地方整備局

地すべりによる堰上げ状況
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地すべりによる揖斐川の堰上げ状況
（5/14レーザー測量結果より作成）
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② 20:00
小規模崩壊

③ 22:37
大規模崩壊

追加すること

●5/6～5/7の降雨により伸縮計に伸び量が記録され始める。
●5/9～5/10の降雨により、10日夕方より11日にかけて伸縮計の伸び量が一気に大きくなる。
●5/12には伸縮計の伸び量がさらに増加し、午後にS-1,S-4の切断（計測不能）を確認。
●同日、20:00に小規模崩壊、22:37に大規模崩壊を確認。
●5/13 7:57に再び大規模崩壊を確認。

●5/6～5/7の降雨により伸縮計に伸び量が記録され始める。
●5/9～5/10の降雨により、10日夕方より11日にかけて伸縮計の伸び量が一気に大きくなる。
●5/12には伸縮計の伸び量がさらに増加し、午後にS-1,S-4の切断（計測不能）を確認。
●同日、20:00に小規模崩壊、22:37に大規模崩壊を確認。
●5/13 7:57に再び大規模崩壊を確認。

②5/12 20:00小規模崩壊

③5/12 22:37大規模崩壊

④5/13 7:57大規模崩壊
S-4

S-3

S-1

S-2
崩壊箇所
（４色）

凡例

伸縮計

４．地すべりの状況（時系列）

「平面図」

④ 7:57
大規模崩壊

揖斐川

町道

S-4伸縮計計測不能(PM)

S-1伸縮計計測不能(PM)

①5/12 13:45小規模崩壊

① 13:45
小規模崩壊
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５月１２日２０時頃の小規模崩壊

５．崩壊の状況

高さ：約２０ｍ、幅：約２０ｍ

５月１２日２２時３７分頃の大規模崩壊

高さ：約７０ｍ、幅：約９０ｍ、崩壊土量：約１万ｍ３

５月１３日７時５７分頃の大規模崩壊

高さ：約９０ｍ、幅：約９０ｍ、崩壊土量：約４万ｍ３ 5

060512 中部地方整備局 060512 中部地方整備局

060512 中部地方整備局 060512 中部地方整備局 060512 中部地方整備局

060513 中部地方整備局 060513 中部地方整備局 060513 中部地方整備局



６．主要資機材の配置状況

・・・遠隔操縦ﾊﾞｯｸﾎｳ(0.8m3)位置(5/15 17:00 岐阜県貸付） ・・・監視用カメラ位置

・・・照明車配置位置(5/15 17:15 撤収（１台）、岐阜県貸付（２台）

・・・崩壊土砂仮置き場（13,000m3)
・・・土砂（1,500m3) ・・・対策本部車(5/15 18:00撤収)

凡例

国道303号

国道303号

重機進入路
（黒：１２日１２時完了）

１

３

２

樹林伐採
（１２日１２時終了）

揖斐川

東横山１

(衛星通信車)

(5/15 17:00）撤収

東横山２(固定)
Ａ

遠隔操縦ﾊﾞｯｸﾎｳ（0.8m3）
5/15 17:00岐阜県貸付

ＣＣＴＶ設置 (5/15 17:00）

対策本部車

5/15 18:00 撤収

照明車① 5/15 
17:00岐阜県貸付

照明車②
5/15 17:00  
岐阜県貸付
（移動）

照明車③ 5/15 
17:15 撤収

5月15日 １９時現在 現地状況（経緯）

○衛星通信車【テレビ映像（M:9985-90424）】配置完了（5/11）・・・撤収（5/15 17:00）

（対策・・・右岸橋梁付近にＣＣＴＶ設置：5/15 17:00予定）

○ BH0.7ｍ3（４台）、BH0.45m3（1台）配置完了（5/11）・・・BH0.7m3（４台）、ＢH 0.45m3（１台）撤収（5/13 15:30）

資機材については、越美砂防により１Ｈ以内に確保可能

○照明車１台（監視用）配置完了（5/11）・・・岐阜県貸付（5/15 17:00）

○ 投光器６台（業者保有）配置完了（5/11）・・・投光器（６台）・ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ撤収（5/13 11:00）

（対策・・・越美砂防により１時間以内に再配置可能）

○進入路（高水敷）施工完了（5/12 12時）

○高水敷から河床まで（進入路予定）の伐開作業完了（5/12 12:00）

○ 照明車２台（対策用）配置完了 （5/12 16:30）・・・岐阜県貸付（１台）、撤収（１台）（5/15 17:15）

○ 対策本部車１台（対策用）配置完了（5/12）

○ テレビカメラ２（崩落後の状況確認用：下流橋梁付近）配置完了 （5/12 18:30）

○ 対策本部車を衛星通信車横に移動（5/13 18:00） ・・・撤収（5/15 18:00）

○ 遠隔操縦ﾊﾞｯｸﾎｳ（0.8m3：北陸地整より応援）設置完了（5/14 8:30）・・・岐阜県貸付（5/15 17:00）

○ 遠隔操縦ﾊﾞｯｸﾎｳ ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ操作方法 ３名受講完了（5/13 10:00） ・・・自宅待機

○見学者対応ガードマン（２名）配置（5/14 11:00～17:00） 対策・・・現地の状況に応じて再配置

②5/12 20:00小規模崩壊

③5/12 22:37大規模崩壊

④5/13 7:57大規模崩壊 ①5/12 13:45小規模崩壊
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●落石の頻度は減っており、光波測量（移動量観測）結果からも、地すべりの動きは沈静化している
ため、地すべり土塊の安定度は上がっていると考えられる。
●河川内に堆積した崩壊土砂については、表層の細流分が流され、粗粒のものが表面を覆っている
状態であるため、比較的安定している。
●すべり面が河床近くに達しているため、河川内に堆積（崩壊）した土砂を除去すると上位が不安定
になる。

[土木研究所地すべりチーム藤澤上席研究員の現地調査結果所見より抜粋]

●５月１３日７：５７頃の崩壊以降、目立った崩壊は発生しておらず、比較的安定している。
●５月１５日より伸縮計４箇所を順次設置（岐阜県）、計測体制が整った伸縮計から逐次計測を開始。
今のところ計測値に異常はみられない。

●落石の頻度は減っており、光波測量（移動量観測）結果からも、地すべりの動きは沈静化している
ため、地すべり土塊の安定度は上がっていると考えられる。
●河川内に堆積した崩壊土砂については、表層の細流分が流され、粗粒のものが表面を覆っている
状態であるため、比較的安定している。
●すべり面が河床近くに達しているため、河川内に堆積（崩壊）した土砂を除去すると上位が不安定
になる。

[土木研究所地すべりチーム藤澤上席研究員の現地調査結果所見より抜粋]

●５月１３日７：５７頃の崩壊以降、目立った崩壊は発生しておらず、比較的安定している。
●５月１５日より伸縮計４箇所を順次設置（岐阜県）、計測体制が整った伸縮計から逐次計測を開始。
今のところ計測値に異常はみられない。

７．現在の状況（５月１７日１７時現在）

８．現時点の対応状況（５月１７日１７時現在）

●岐阜県に対して照明車２台、無人化施工機械１台の応援派遣を行っている。
●越美山系砂防事務所では、現地において引き続き注意深く監視する。また、国道303号沿いと県
道沿いに各１基づつＣＣＴＶを設置し、挙動を監視している。また、その他に河道監視用のＣＣＴＶの
設置を完了した。
●木曽川上流、木曽川下流河川事務所では、河川パトロールによる河川利用者への注意喚起を
行っている。
●横山ダム工事事務所は、ダムへの流入量及び貯水容量の把握に努めている。
●岐阜県においては、伸縮計による観測および光波測量による移動観測を継続し、河川の安全確
保に努めている。
●ＨＰによる広報を継続中。

●岐阜県に対して照明車２台、無人化施工機械１台の応援派遣を行っている。
●越美山系砂防事務所では、現地において引き続き注意深く監視する。また、国道303号沿いと県
道沿いに各１基づつＣＣＴＶを設置し、挙動を監視している。また、その他に河道監視用のＣＣＴＶの
設置を完了した。
●木曽川上流、木曽川下流河川事務所では、河川パトロールによる河川利用者への注意喚起を
行っている。
●横山ダム工事事務所は、ダムへの流入量及び貯水容量の把握に努めている。
●岐阜県においては、伸縮計による観測および光波測量による移動観測を継続し、河川の安全確
保に努めている。
●ＨＰによる広報を継続中。

９．今後の対応（予定）（関係機関含む）

●ＣＣＴＶや伸縮計等による地すべりの挙動監視の継続。
●照明車２台を夜間監視用として継続（５月１５日１７：００岐阜県に引継ぎ）。
●河道閉塞に備えた無人化施工機械の待機（５月１５日１７：００岐阜県に引継ぎ）。
●緊急、恒久の地すべり対策（水抜きボーリング、頭部土塊除去、河道堆積土砂除去等）。
●関係機関（官側・電力・漁協など）による情報の共有化。

●ＣＣＴＶや伸縮計等による地すべりの挙動監視の継続。
●照明車２台を夜間監視用として継続（５月１５日１７：００岐阜県に引継ぎ）。
●河道閉塞に備えた無人化施工機械の待機（５月１５日１７：００岐阜県に引継ぎ）。
●緊急、恒久の地すべり対策（水抜きボーリング、頭部土塊除去、河道堆積土砂除去等）。
●関係機関（官側・電力・漁協など）による情報の共有化。
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越美山系砂防事務所の要請により、木曽川上流河川事務所、岐阜国道事務所、中
部技術事務所より照明車３台、対策本部車１台、衛星通信車１台を現地に派遣し、災
害現場の監視、情報収集、伝達等を行った。また、河道埋塞をした場合、二次災害の
危険性があるなかでの河道の確保を行う為、北陸地方整備局より遠隔操縦式バックホ
ウ（無人化施工）１台の支援を受けた。さらに、岐阜県からの要請により照明車２台、無
人化施工機械１台の応援派遣を行っている。

越美山系砂防事務所の要請により、木曽川上流河川事務所、岐阜国道事務所、中
部技術事務所より照明車３台、対策本部車１台、衛星通信車１台を現地に派遣し、災
害現場の監視、情報収集、伝達等を行った。また、河道埋塞をした場合、二次災害の
危険性があるなかでの河道の確保を行う為、北陸地方整備局より遠隔操縦式バックホ
ウ（無人化施工）１台の支援を受けた。さらに、岐阜県からの要請により照明車２台、無
人化施工機械１台の応援派遣を行っている。

遠隔操縦式バックホウ（北陸地方整備局）の
支援と操作訓練

１０．災害対策用機械の活動状況

衛星通信車による画像配信

対策本部車（木曽上）での打合せ

照明車（木曽上・岐阜国・中技）
による照明活動

8

中部地方整備局

中部地方整備局 中部地方整備局

中部地方整備局

中部地方整備局

中部地方整備局

中部地方整備局



木曽川上流河川事務所では、５月１２日越美山系砂防事務所の要請を受
け、速やかに照明車１台、衛星通信車１台を現地に派遣した。また同日、職
員を派遣し、地すべりの状況、河道埋塞の状況について、情報収集、伝達
を行った。５月１３日の大規模崩壊後は、直ちに河川パトロールを実施し、
注意を呼びかけると共に、注意看板を設置し、河川利用者の安全確保のた
めに万全を期した。

木曽川上流河川事務所では、５月１２日越美山系砂防事務所の要請を受
け、速やかに照明車１台、衛星通信車１台を現地に派遣した。また同日、職
員を派遣し、地すべりの状況、河道埋塞の状況について、情報収集、伝達
を行った。５月１３日の大規模崩壊後は、直ちに河川パトロールを実施し、
注意を呼びかけると共に、注意看板を設置し、河川利用者の安全確保のた
めに万全を期した。

照明車の派遣

河川パトロールの様子

１１．事務所の対応

木曽川上流河川事務所

9

注意喚起看板の設置

中部地方整備局 中部地方整備局

中部地方整備局 中部地方整備局
中部地方整備局

対策本部車の派遣



木曽川下流河川事務所では、地すべりによる崩壊の危険性が高まった５
月１２日、沿川住民に対し、関係市の職員と協力し、注意喚起のビラを配布
した。また、河川利用者が多い５月１３日（土）～１４日（日）の二日間は、緊
急的に河川パトロールを実施し、河川利用者に直接注意を呼びかけた。
また、パトロールの他、地元記者クラブへ木曽川下流河川事務所発表の投
げ込みと合わせて、ホームページでの情報提供を実施した。

木曽川下流河川事務所では、地すべりによる崩壊の危険性が高まった５
月１２日、沿川住民に対し、関係市の職員と協力し、注意喚起のビラを配布
した。また、河川利用者が多い５月１３日（土）～１４日（日）の二日間は、緊
急的に河川パトロールを実施し、河川利用者に直接注意を呼びかけた。
また、パトロールの他、地元記者クラブへ木曽川下流河川事務所発表の投
げ込みと合わせて、ホームページでの情報提供を実施した。

●５月１３日（土）～１４日（日）の
二日間、職員２２名で約１，０００
人の方に対して注意喚起を行う。

●桑名記者クラブ、大垣記者クラ
ブに、木曽川下流河川事務所発
表の記者投げ込みを計５回行う。

木曽川下流河川事務所活動経緯

注意喚起をした延人数

情報提供の投げ込み回数

パトロールカーによる注意喚起 河川利用者に対する状況説明

注意喚起用に配布したビラ

急激に川の水位が上がる可能性が
あります。
川に近づかないようにして下さい！

５月１４日 国土交通省 木曽川下流河川事務所 ℡ ０５９４－２４－５７１１

急激に川の水位が上がる可能性が
あります。
川に近づかないようにして下さい！

上流で地すべり発生！
災害の状況

５月１３日８時頃に発生した

地すべりにより、揖斐川町地

内において川幅約５０ｍのう

ち半分程度埋塞しています。

今後さらなる崩壊の可能性が

高く、土砂崩れによるダムが

形成され、もし決壊というこ

とになれば、揖斐川下流部に

も急激に川の水位が上がるな

どの影響が予想されます。

揖斐川

災害の状況
５月１３日８時頃に発生した

地すべりにより、揖斐川町地

内において川幅約５０ｍのう

ち半分程度埋塞しています。

今後さらなる崩壊の可能性が

高く、土砂崩れによるダムが

形成され、もし決壊というこ

とになれば、揖斐川下流部に

も急激に川の水位が上がるな

どの影響が予想されます。

揖斐川

木曽川下流河川事務所
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横山ダム工事事務所では、地すべり崩壊以前から警戒体制をとり、ダム
への流入量及び貯水容量・空容量の把握に努めた。５月１３日には、降雨
の状況からダム流入量の増加が見込まれたため、ダム貯水位維持のため
のダム放流を実施した。あわせて、河川利用者に注意を促すための河川パ
トロールを実施した。５月１４日からは、５箇所のダム放流警報表示装置を
用い、河川利用者などへの注意喚起を行っている。

横山ダム工事事務所では、地すべり崩壊以前から警戒体制をとり、ダム
への流入量及び貯水容量・空容量の把握に努めた。５月１３日には、降雨
の状況からダム流入量の増加が見込まれたため、ダム貯水位維持のため
のダム放流を実施した。あわせて、河川利用者に注意を促すための河川パ
トロールを実施した。５月１４日からは、５箇所のダム放流警報表示装置を
用い、河川利用者などへの注意喚起を行っている。

河川パトロールの状況

ダム放流警報表示装置による河川利用者などへの注意喚起の状況

ダム操作状況

横山ダム工事事務所
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越美山系砂防事務所では、岐阜県からの東横山地すべりに対する通報を受け、直ち
に現地調査を行い、4月28日に伸縮計を４基設置し監視すると共に、岐阜県、揖斐川
町、他防災担当部局にデータの提供を行った。また、無人化施工機械、衛星通信車、
照明車等の災害対策車両を出動させ大規模崩壊による河道埋塞に備えた。 一方ＣＣ
ＴＶカメラの設置についても積極的に実施し、画像提供による監視を強化した。
なお、5月13日の大規模崩壊以降はＣＣＴＶの増設や、監視小屋の設置を行い、監視
体制をさらに強化し、現在も地すべり現場において職員を派遣し２４時間体制で斜面
の監視を行っているところである。

越美山系砂防事務所では、岐阜県からの東横山地すべりに対する通報を受け、直ち
に現地調査を行い、4月28日に伸縮計を４基設置し監視すると共に、岐阜県、揖斐川
町、他防災担当部局にデータの提供を行った。また、無人化施工機械、衛星通信車、
照明車等の災害対策車両を出動させ大規模崩壊による河道埋塞に備えた。 一方ＣＣ
ＴＶカメラの設置についても積極的に実施し、画像提供による監視を強化した。
なお、5月13日の大規模崩壊以降はＣＣＴＶの増設や、監視小屋の設置を行い、監視
体制をさらに強化し、現在も地すべり現場において職員を派遣し２４時間体制で斜面
の監視を行っているところである。

5月14日 9時現在
○衛星通信車配置完了(5/11）
○バックホウ０．７ｍ３（５台）配置完了
（5/11）
○照明車１台（監視用）配置完了(5/11）
○投光器６台（業者保有）配置完了
（5/11）
○進入路（高水敷）施工完了（5/12）
○高水敷から河床までの（進入路予定）
の伐開作業完了（5/12）
○照明車２台（対策用）配置完了（5/12）
○CCTV2台（崩落後の状況確認用：下流
橋梁付近）配置完了（5/12）
○対策本部車配置完了（5/12）
○無人化バックホウ設置完了(5/14)

無人化
施工機械

現地監
視小屋

対策本部車
配置

ＣＣＴＶ
配置状況

越美山系砂防事務所

資機材配置状況 ５月１４日

作業用照明車

監視用照明車

無人化施工機械

衛星通信車

対策本部車

作業用照明車

監視用CCTVカメラ

重機進入路

伸縮計(5/12PM破損)
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１２．岐阜県知事視察（５月１４日１２時）

１３．新聞報道

岐阜県古田知事による
現地視察状況

土砂崩落を報じる新聞記事

060513
岐阜新聞
夕刊

060514
中日新聞 朝刊

060513
中日新聞 夕刊

060513
岐阜新聞 夕刊
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１４．広報（ホームページ等による周知）

国土交通省砂防部 中部地方整備局

越美山系砂防事務所 木曽川下流河川事務所

●東横山地すべりについて特別にページ
を開設した。

●東横山地すべりについての局の体制、
記者投げ込み資料を逐次アップした。

●東横山地すべりについて、特別にペー
ジを開設し、崩壊状況を撮影した迫力の
ある映像をアップした。

●地すべりによる河道埋塞が生じ、土砂
ダムが決壊した場合に備え、河川利用者
等に対し注意喚起した。
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